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 公益財団法⼈⽇本⾃然保護協会は、創⽴以来60年余にわたり、⽣物多様性豊かな⽇本の⾃然環境の
保全に取り組んできた団体です。近年、⼤規模太陽光発電所（メガソーラー）建設による⾃然破壊の
相談や情報が各地から多数寄せられています。 

その中の⼀つ、静岡県伊東市で計画された伊⾖⾼原メガソーラーパーク（仮称）発電所建設事業
は、事業⾯積約104ヘクタール（造成⾯積︓約45ヘクタール、残置森林⾯積︓約59ヘクタール）とい
う⼤⾯積の事業計画です。開発予定地には、環境省のレッドリストで絶滅危惧種Ⅱ類に指定され、絶
滅の危機に瀕しているミゾゴイが⽣息しています。ミゾゴイは世界では⽇本でのみ繁殖する⿃類で、
我が国が特に責任をもって保全すべき⽣物種のひとつです。また、樹冠が閉じて薄暗く湿潤な⾕地形
に好んで営巣するミゾゴイが⽣息するということは、地域の環境の多様性や、森林の⽣物の豊かさを
⽰しています。環境省も本種の保全の重要性から、平成28年6⽉に「ミゾゴイ保護の進め⽅」を作成
し、開発にあたってその保護の指針を⽰しました。しかし、本開発計画では、「ミゾゴイ保護の進め
⽅」に準拠した調査や⼗分な対策が⾏われていません。 

本事業では、地域住⺠から景観や環境破壊を懸念した反対運動が起きているだけでなく、基礎⾃治
体である伊東市も事業者に、事業の⽩紙撤回を申し⼊れています。また、伊東市では「伊東市美しい
景観等と太陽光発電設備設置事業との調和に関する条例」を策定していますが、そのことを事業者は
認知しているにも関わらず、条例には該当しないという姿勢でいます。県内最⼤規模である本事業に
対して静岡県知事は 条件を付けて林地開発を許可しましたが、「事業者はエネルギーという公益なも
のを担うだけの規範があるか深い疑念があるが、書類上問題がなければ条件は満たしていると⾔わざ
るを得ない」と述べたと報道されています。 これらのことから、本事業は現在に⾄るまで地域との合
意形成がなされたとは⾔えない状況です。そのため、環境破壊への懸念を払しょくし、合意が得られ
てから事業を進めるべきであると考えます。こうした状況にも関わらず、事業者は⼯事に着⼿し、伊
東市が現場で条例違反による作業停⽌を⼝頭で指導したにもかかわらず強⾏したため、書⾯で指導を
通達したことが報道されました。 

このような事業を認めることは、再⽣可能エネルギーの推進にもマイナスに作⽤すると考えられるこ
とから、所管官庁である経済産業省に、以下2点の⾏政指導を強く要望します。 

 

１）ミゾゴイについて、環境⼤⾂と協議し保全に努めること。 

２）地域との合意形成がなされてから事業を進めること。 



 

 

 

 

本事業に限らず、再⽣可能エネルギーの推進は、地球温暖化という⽣物多様性の危機への対策にな
るべきものですが、その開発⾏為⾃体が⽣物多様性の危機になっては本末転倒です。そうした事態に
ならないよう、所管官庁としての対応を求めます。 

以上 
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